


[bookmark: _GoBack]Ⅱ　都市農業が有する多様な機能
　　都市農業振興基本法では、都市農業が持つ多様な機能として、「農産物を供給する機能」「防災の機能」など、６つの機能が挙げられています。ここでは、これらの機能が大阪府域でどのように発揮されているかを、地域の取組みと併せて紹介します。

１．農産物を供給する機能
～都市住民に地元産の新鮮な農産物を供給する機能～

[image: ]①大阪の食料自給率と農業産出額及び主要品目
食料自給率の都道府県別データでは、カロリーベースで
１％と低い数値となっていますが、約880万人の人口を
擁する大都市であることを踏まえると、生産額ベースの５％
は、近畿の他府県と比較して遜色ない量の農産物を都市
住民に提供しているといえます。
大阪府
近　畿
全　国
〈農業産出額の内訳〉　　　　　　　　　　　　　　　　※平成26年生産農業所得統計（農林水産省）











農業産出額の内訳は野菜（４４％）、果実（１６％）を中心に身近で新鮮な農産物を都市住民に提供しており、全国有数の収穫量を誇る品目もあります。
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②農産物直売所の販売金額、出荷者数及び店舗数「こーたりーな」（泉佐野市）

農産物直売所は府内に144箇所あり、販売金額は
大幅に増加しています。生産者にとって主要な出荷先
の一つとなるとともに、消費者にとっては新鮮な地場産
農産物が購入できる場として定着しています。
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２．防災の機能
～災害時における延焼の防止や地震時における避難場所、
仮設住宅建設用地等のための防災空間としての機能～

①大阪の農空間の防災機能の貨幣価値（＊）
生産緑地（＊）2,036ヘクタール（H27大阪府調べ）を、災害時に避難地など市街地のオープンスペースとして活用すると仮定した場合の貨幣価値試算は６１．１億円／年にも上ります。

②防災協力農地（＊）
　災害時の避難空間や仮設住宅建設用地等として農地を活用できるよう、防災協力農地として登録することで、住民の安全確保や復旧活動の円滑化など地域の防災・減災に寄与しています。
	防災協力農地の登録面積

	大阪府内
	面積(ha)
(H28.3末)
	開始年度

	寝屋川市
	18.8
	H15

	守口市
	4.3
	H20

	貝塚市
	14.4
	H20

	堺市
	8.5
	H23

	高石市
	0.2
	H26

	大東市
	1.7
	H27

	（大阪府調べ）
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［防災協力農地であることを表示する看板（寝屋川市）］
［農地・農業用水を用いた防災訓練
（バケツリレー）の様子　（貝塚市）］




③農業用水を活用した防災活動に関する協定
　災害時の消火用水や生活雑用水に、ため池等の農業水利施設の水を用いるための協定を市町村、土地改良区、大阪府等で締結し、災害時を想定した防災訓練が実施されています。

	防災協定の締結状況
	

	防災協定締結の団体名
	[image: ]受益面積
(ha)

	光明池土地改良区、
和泉市、高石市、泉大津市
	243

	件水利組合、貝塚市
	15

	泉南市土地改良区、泉南市
	502

	西台原土地改良区、阪南市
	65

	木積土地改良区、木積上方・
木積下方水利組合、貝塚市
	39

	
	

	神安土地改良区、高槻市、
茨木市、摂津市
	272

	
	

	高槻市東部土地改良区
高槻市、島本町
	162

	（大阪府調べ）



３．良好な景観を形成する機能
　　～緑地空間や水辺環境を提供し、都市住民に「やすらぎ」や「潤い」をもたらす機能～

①棚田ふるさとファンクラブ（＊）
　美しい景観を持つ棚田を守るため、平成11年11月からボランティアの会員募集を開始し、会員250人（平成28年10月末）が登録して、地元農家とともに棚田での農作業や保全活動に取り組んでいます。

	棚田ふるさとファンクラブの活動状況

	地区名
	豊能町 牧地区
	千早赤阪村 下赤阪地区

	面　積
	18.4ha
	6.1ha

	地元組織
	牧農空間活性化協議会
	下赤阪棚田の会

	活動回数
	6回（H28）
	7回（H28）

	参加延べ人数
	110人（H28）
	127人（H28）

	活動状況
	[image: ]







草刈状況
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イモ収穫


[image: ]②ため池オアシス（＊）
都市部にあるため池は、地域の貴重な水辺として
親しまれ、地域住民と共に保全管理されています。
（府内ため池環境コミュニティ１８団体）

③エコれんげ米（＊）
エコれんげ米の栽培により、春にはれんげの花が咲
く美しい景観を提供しており、環境保全・農地保全［ため池の清掃活動状況（和泉市　光明池）］

の重要性を府民に伝える役割を果たしています。
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[ひのちゃん米（エコれんげ米）の栽培（富田林市）]　
［エコれんげ米の栽培（枚方市）］


④コスモス植栽
　地域活動の中でコスモスの植栽などを行い、美しい景観の形成に寄与しています。
[image: C:\Users\hinen\AppData\Local\Microsoft\Windows\Temporary Internet Files\Content.Word\H28.10.19撮影.jpg][image: ]






［コスモスロード（高槻市　三箇牧）］

［ワンデイウォーキング（富田林市　東条）］





４．国土・環境を保全する機能
　　～都市の緑として、雨水の貯留・浸透、地下水のかん養、
生物多様性の保全等に資する機能～

①大阪の農空間の国土・環境保全機能の貨幣価値（＊）
水田が持つ水資源かん養機能や農地の国土管理機能（国土の荒廃を防ぐ）の貨幣価値試算は164.1億円／年（水資源かん養機能　 49.1億円 +　国土管理機能115.0億円）に上ります。

②生物多様性の保全
　農空間は、多様な生物の生息地になっています。また、その環境を守る活動が行われています。
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［ため池の外来魚駆除の様子（堺市　天濃池）］

［ため池の生き物調査の様子（大阪狭山市　狭山副池）］














[子供たちにため池の役割を紹介するなど身近に感じてもらうための「ため池こども新聞」　年1回発行]



５．農作業体験・学習・交流の場を提供する機能
　　～都市住民や学童の農業体験・学習の場及び
生産者と都市住民の交流の場を提供する機能～

[image: ]①市民農園・体験農園
都市に住む府民にも身近に農に
ふれあえる場として農地が活用されて
います。


	府内の市民農園の開設状況

	
	H23
	H24
	H25
	H27

	農園総件数
	600
	622
	489
	394

	農園総面積（ha）
	72.9
	72.6
	71.4
	64.9

	（大阪府調べ）




［彩農園（貝塚市）］






	
	学習農園、出張教室の参加者数
	（人）
	

	
	　
	H25
	H26
	H27
	

	
	学習農園
	11,339 
	14,143 
	10,465 
	

	
	出張教室
	5,343 
	9,519 
	7,809 
	　

	　
	（参加者数は学習農園、出張教室とも府が関与して実施されたものを集計）
	




②学習農園・農空間なっとく出張教室（＊）
子どもたちに農業を体験してもらう場として農地
が活用されています。また、ため池や水路など農空間の役割を学ぶ場として活かす取組みも行われています。
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③交流［府職員によるため池環境学習（熊取町立南小学校）］
［学習農園での稲刈り（松原市立三宅小学校）］

農空間をフィールドとした農業体験やイベントを通じて、都市住民と農家の交流が図られています。（H27年度：イベント開催２５回等　約36,500人の参加　　大阪府調べ）
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［都市住民と地元農家の交流イベント
（貝塚市　奥貝塚・彩りの谷　たわわ）］
［子どもたちの農業体験（泉南市　紀泉わいわい村）］



６．農業に対する理解の醸成の機能
～身近に存在する都市農業を通じて、
都市住民の農業や農業政策に対する理解を醸成する機能～

①農業祭
　農業者のつくる農産物や加工品の販売を通じて、身近な都市農業に対する理解を促進しています。

	[image: ]地域別の農業祭の開催状況

	地域
	開催市町村・団体
	推定来場者数

	三島・豊能
	１０市町
	１４～１５万人

	大阪市・北河内・中河内
	５市・ＪＡ等
	7万5千人

	南河内
	9市町村・ＪＡ
	約１１万人

	泉州
	５市町
	約１２万人［泉佐野市農業祭］


	※産業関係イベント及び収穫祭等の農業関係イベント含む（大阪府調べ）







②大阪産（もん）（＊）ロゴマークを用いたプロモーション
[image: oosakamonlogo]大阪府内で栽培・生産される一次産品とそれらを原材料にした加工食品等について、「大阪産(もん)」ロゴマークによりPRし、ブランド力向上を図っています。農産物や加工食品等の商品へのロゴマークの貼付・印刷、JA等関係団体と連携した各種イベントや、直売所、主要ターミナルなどでの大阪産(もん)ロゴマークを使ったプロモーション、HPやSNSを活用した情報発信等により、大阪産［大阪産（もん）のロゴマーク］

(もん)農産物の率先購入の機会を拡大するとともに、都市住民の
農業への理解を醸成しています。
[image: ]その結果、大阪産（もん）を率先して購入したい［大阪産（もん）大集合］

府民の割合は、概ね５０％前後の範囲で推移し
ており、府民のニーズが高いことを示しています。
[image: ]（将来ビジョン・大阪に関する調査）
大阪産（もん）を率先して購入したい府民の割合
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熊取町：府職員による南小学校で

のため池環境学習
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松原市三宅：学習田（田んぼー

ズ）での田植え・稲刈り体験
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